
 

 
 

一

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
三
条
及
び
第
四
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
行
う
と
と
も
に
」
の
下
に
「
、
地
表
及
び
大
気
の
温
度
又
は
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
に
係
る

長
期
目
標
を
設
定
し
た
上
で
」
を
加
え
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
抑
制

等
の
た
め
の
措
置
」
を
「
量
の
削
減
並
び
に
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
の
た
め
の
措
置
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

国
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
深
刻
な
又
は
回
復

し
が
た
い
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
科
学
的
知
見
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
地
球
温
暖
化
の
防

止
に
関
し
予
防
的
に
講
ず
べ
き
措
置
を
遅
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
旨
と
し
て
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

第
四
条
第
二
項
中
「
抑
制
等
の
た
め
の
措
置
」
を
「
量
の
削
減
並
び
に
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
の
た
め
の
措
置
」
に
改

め
る
。 

 

第
十
一
条
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
長
期
的
展
望
」
を
「
第
三
条
第
一
項
の
長
期
目
標
を
踏
ま
え
た
長
期
的
展
望
」
に
改
め



 

二

る
。 

 

第
二
十
一
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
一
条
の
二
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
区
分
ご
と
に
行
わ
れ
る
報
告
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の
及
び
次
条
第
一
項
の
請
求
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
当
該
報
告
に
係
る
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
知

事
は
、
当
該
報
告
に
係
る
事
項
に
関
し
意
見
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

第
二
十
一
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
お
そ
れ
が
あ
る
」
の
下
に
「
特
別
の

事
情
が
あ
る
」
を
加
え
、
「
次
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
及
び
次
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
同
じ
」
を
『
「
合
算
排

出
量
」
と
い
う
』
に
改
め
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

事
業
所
管
大
臣
は
、
第
一
項
の
請
求
（
前
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
報
告
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
っ
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
請
求
を
行
っ
た
特
定
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
に
つ
い
て
、
同
条
第
一
項
の
規



 

 
 

三

定
に
よ
る
報
告
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
に
代
え
て
、
合
算
排
出
量
を
も
っ
て
当
該
報
告
に
係
る
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
次
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
」
と
い

う
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
一
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
」
の
下
に
「
（
次
項

第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
並
び
に
管
轄
都
道
府
県
知
事
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
第
二
号
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、
「
当
該
特
定
排
出
者
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
を
事
業
所

ご
と
に
合
計
し
た
量
」
を
「
合
算
排
出
量
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
一
条
の
五
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第

二
十
一
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
」
の
下
に
「
及
び
都
道
府
県
知
事
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
十
一
条
の
八
第
二
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
」
の
下
に
「
（
当
該

情
報
に
係
る
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
同
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
報
告
を
除
く
。
）
に
つ
い

て
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
環
境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
並
び
に
管
轄
都
道
府
県
知



 

四

事
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
事
業
所
管
大
臣
」
の
下
に
「
及
び
都
道
府
県
知
事
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
一
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
二
十
一
条
の
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
に
関
す
る
協
定
） 

第
二
十
一
条
の
十 
国
は
、
事
業
者
団
体
と
の
間
に
お
い
て
当
該
事
業
者
団
体
に
係
る
事
業
者
の
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
の
目
標
そ
の
他
の
当
該
事
業
者
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た

協
定
を
締
結
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
一
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
留
意
し
つ
つ
」
の
下
に
「
、
前
条
に
規
定
す
る
協
定
を
締
結
す
る
事
業
者
団
体
に
係
る
事
業
者
に

あ
っ
て
は
当
該
協
定
の
内
容
を
踏
ま
え
て
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
十
条
の
三
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
」

を
「
第
二
十
一
条
の
三
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
次
の
一
条
」
を
「
次
の
二
条
」
に
改
め
、
第
三
十
一
条
の
二
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。 



 

 
 

五

 
（
事
務
の
区
分
） 

第
三
十
一
条
の
三 

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
） 

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

 


